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研究成果の概要（和文）：社会的排除はある社会的領域における排除が別の社会的領域における排除に連鎖して
いく過程を捉える概念である。たとえば貧困（経済における排除）は社会的孤立（社会における排除）につなが
りやすい。本研究プロジェクトでは、その連鎖の累積過程に着目し、なぜそのような過程が生じるのかを、コン
ピュータ上に仮想社会を作り出すエージェント・ベースト・モデルとインターネット上の人々の言説を分析する
ビッグデータ解析により、解明した。その結果、累積的排除過程の背景には、各社会的領域における制度の連結
が整合的でないことと人々の言説の分極化が存在することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The concept of social exclusion captures the process in which exclusion from
 a social sphere leads to that from another sphere. For example, poverty, exclusion from economic 
life, is likely to lead to social isolation, exclusion from social life. This project studied this 
accumulative process using agent-based models that create artificial society on computer and big 
data analysis of discourses on the Internet. A main finding is that two factors contribute to the 
emergence of the accumulative process: Weak linkages between social institutions in various social 
spheres and polarization of discourses.
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１．研究開始当初の背景 
 現代日本において、社会的排除は社会的に
も学術的にも注目されている（岩田 2008; 阿
部 2011）。社会的排除の特徴は、ある領域に
おける排除（例えば貧困）が他の領域におけ
る排除（例えば社会的孤立）に連鎖していく
ことである。したがって社会的排除を的確に
解明するためには、その動的過程に焦点を当
てる必要がある。累積的排除という概念は社
会的排除のこの動的側面を捉えたものであ
る。 
 従来の社会的排除研究は、この動的側面を
統一的に解明する道具を有していなかった
と言えよう。この分野では優れた事例研究や
データ分析が数多くある。事例研究では、対
象者への詳細なインタビューによってその
人がどのように累積的排除を経験したかが
分かる。しかしその経験の一般性を保証する
ことは難しい。データ分析では、分析結果の
一般性を確保することはできるが、累積的排
除の動的過程の解明は難しい。研究代表者の
佐藤嘉倫は、2012 年に Social Exclusion（Trans 
Pacific Press）を刊行して以来、これらの問題
点について取り組みつつ、分析社会学の世界
的第一人者であるピーター・ヘデストローム
（Peter Hedström）リンショーピン大学分析社
会学研究所所長と分析社会学（ analytical 
sociology）の可能性について議論を重ねるこ
とで、本研究プロジェクトの基本的なアイデ
ィアを得るにいたった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、分析社会学の視点から
人々が社会のさまざまな領域で排除されて
いく累積的排除の動的過程を解明すること
である。この過程は社会的排除の大きな特徴
であるが、従来の研究はこれを統一的に解明
する道具を有していなかったと言えよう。そ
こで本研究では、（１）先行研究を精査した
上で、個々人の行為と社会の動態を同時に分
析できるエージェント・ベースト・モデルを
構築するとともに（２）データ分析によって
モデルの精度を高めて、累積的排除の動的過
程を解明する。具体的には、日本とスウェー
デンの貧困と移民を研究対象として、両国に
おける累積的排除の動的過程の違いが社会
制度の違いによって生じることをモデルを
用いたシミュレーションとデータ分析の両
面から明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法（計画）は大きく 2 つの段階
からなる。第 1 段階では、一方で先行研究を
精査しながら累積的排除の動的過程に関す
る理論的枠組を構築し、それに基づいて開発
したエージェント・ベースト・モデルによる
コンピュータ・シミュレーションを行う。他
方で累積的排除の動的過程に関するデータ
を用いた統計的分析を行う。第 2 段階では、
統計的分析の結果をモデルに組み入れると

いう経験的較正モデルの手法によって、モデ
ルの精度を高める。そしてそのモデルによる
シミュレーションを行い、日本とスウェーデ
ンの累積的排除の動的過程の違いを両国の
制度（社会保障、社会福祉、労働市場など）
の違いによって説明する。そして研究結果に
基づいて、累積的排除を抑止する方策を探求
する。 
 本研究の主眼は、（１）分析社会学の発想
に基づいて、エージェント・ベースト・モデ
ルによるシミュレーションとデータ分析の
融合的研究により累積的排除の動的過程の
解明を行い、（２）日本とスウェーデンを対
象として、社会制度が累積的排除メカニズム
に及ぼす影響を解明することである。具体的
には、研究代表者の佐藤嘉倫は累積的排除の
理論的検討を行う。エージェント・ベース
ト・モデルの専門家である研究分担者の浜田
宏はモデルの開発とシミュレーションの実
施を行う。社会的排除のデータ分析に取り組
んできた研究分担者の永吉希久子はデータ
分析と制度的分析を行う。研究協力者のピー
ター・ヘデストロームと瀧川は佐藤・浜田と
協力して理論的検討とエージェント・ベース
ト・モデルの開発を行うとともに、永吉と協
力して日本とスウェーデンの社会制度の共
通点・相違点について詳細な分析を行う。ま
たエージェント・ベースト・モデルとデータ
分析の両方に詳しい伊藤貴史（東北大学大学
院文学研究科修士課程在籍）を研究協力者と
し、技術面でのサポートをしてもらう。 
 
４．研究成果 

2 年間の研究プロジェクトの主な研究成果
は次のようになる。なお、研究上の知見では
ないが、スウェーデン・リンショーピン大学
分析社会学研究所との共同研究は研究の展
開に大いに貢献した。 
 
(1)ある社会的領域における排除（例えば失
業）が他の領域における排除（たとえば離婚）
の確率を高めることが社会的排除の累積過
程の背後にあると想定し、そのモデル化を進
めた。 
 
(2)排外意識高揚のメカニズムについて、周囲
の人間の行動を参照する「記述的規範」と差
別を報道するメディアの影響に着目したエ
ージェント・ベースト・モデルを構築した。
そして、もともと差別を行う人が少数派であ
る場合、単に周囲の人間の行動を参照するだ
けでは差別は拡散せず、メディアによって差
別を行う人と接することが重要な役割を果
たしていることを示した。また、人口の 1 割
でも反差別の規範を持ち、周囲に同調しない
だけで、差別行為を行う人が多数派になる状
況を回避できることも明らかにした。 
 
(3)社会的排除の動的過程をエージェント・ベ
ースト・モデルで適切に解明するためには、



各社会的領域における制度の連携がうまく
いっていないことと人々の言説をモデルに
組み入れる必要があることを明らかにし、そ
のようなモデルの概略を考察した。 
 
(4)ソーシャルメディアにおける社会的排除
と分極化のメカニズムを検討した。具体的に
は 2 つの研究を行った。１つは、Twitter のデ
ータを用いて、社会的ネットワークの閉鎖的
であるほど、人々の意見が極端化していくメ
カニズムを明らかにした。もう 1 つは、イン
ターネット掲示板についてのオンライン実
験で、これにより、インターネット掲示板で
は、いったん極端な意見が多数となると、多
くの人がそれらに影響されて極端な意見を
支持するようになるという因果メカニズム
を実証した。いずれも、インターネットを通
じて人々が社会的排除に親和的な意識を形
成する可能性について示唆を与えている。 
 
(5)東京大学社会科学研究所若年・壮年パネル
データを用いて、所得貧困の累積と連鎖のメ
カニズムについて、資産の格差に着目して検
討した。その結果、資産の格差が所得貧困の
累積と連鎖を助長する可能性を明らかにし
た。 
 
また、2 年間の研究活動を取りまとめた報

告書『分析社会学による累積的排除メカニズ
ムの解明』を刊行した。 
なお、本研究プロジェクトの実績を踏まえ

て、平成 30 年度に科学研究費補助金基盤研
究（B）「計算社会科学による社会的排除の動
的過程の解明」を獲得し、さらに研究を展開
している。 
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